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学校要覧

津和野町立日原小学校
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Ⅰ 学 校 の 沿 革
１８７３（明治 ６）年 民舎仮用の寺子屋教育が始まる。

８０（ 〃１３）年 劇場を改造して校舎とする。この頃，公立日原小学校となる。
８９（ 〃２２）年 校名を日原尋常小学校及び日原簡易小学校と称する。
９０（ 〃２３）年 火災により全校舎及び記録一切を消失する。
９２（ 〃２５）年 校舎を新築する。
９３（ 〃２６）年 校名を日原尋常高等小学校と改称する。

１９１７（大正 ６）年 前校舎を新築する。
２７（昭和 ２）年 後校舎を増築する。
３８（ 〃１３）年 講堂を新築する。
４１（ 〃１６）年 日原村日原国民学校と改称する。
４５（ 〃２０）年 太平洋戦争終結する。児童数６５５名（但し，高等科を除く）
４７（ 〃２２）年 日原町立日原小学校と改称する。
５０（ 〃２５）年 児童数７１８名。
５１（ 〃３１）年 完全給食開始
５７（ 〃３２）年 児童数７６０名（最高児童数 ３３年より児童数の減少著しくなる）
６５（ 〃４０）年 児童数４５８名。
６７（ 〃４２）年 鉄筋三階建て校舎竣工する。
７３（ 〃４８）年 開校１００周年記念式典を挙行する。（児童数３２８名）
７６（ 〃５１）年 商人小学校を統合する。（児童数２９５名）
７８（ 〃５３）年 柳小学校廃校に伴い，渓村地区を校区に編入する。
８１（ 〃５６）年 へき地教育開発事業発表大会を開催する。
８２（ 〃５７）年 プール（５コース，附属棟）竣工する。国民体育大会（くにびき国体）開始式において本

校鼓笛隊（５・６年）演技行う。
８３（ 〃５８）年 第２４回島根県教育研究大会で授業（算数・理科）公開する。

島根県福祉教育研究指定校（昭和６０年度まで）となる
８６（ 〃６１）年 文部省指定体力つくり推進校発表大会（昭和５９年指定）開催する。
８９（平成 １）年 児童数２３１名。
９０（ 〃 ２）年 第１３回島根県特別活動研究大会（鹿足大会）開催する。
９２（ 〃 ４）年 校舎及び共同調理場大規模改造（内部）
９３（ 〃 ５）年 校舎大規模改造（外部）（児童数２３２名）
９４（ 〃 ６）年 文部省奉仕活動等体験学習研究推進校発表大会（平成５年指定）開催する。
９５（ 〃 ７）年 文部省同和教育推進地域指定（平成８年度まで）
９９（ 〃１１）年 島根県地域ふれあい学習推進事業指定校（３年次）（児童数１６６名）

２０００（ 〃１２）年 島根県書写教育研究大会開催する。
０３（ 〃１５）年 新図書室完成。放課後児童クラブ「日原ひまわりクラブ」創設される。
０６（ 〃１８）年 新屋内運動場竣工する。（児童数１２５名）

町村合併により津和野町立日原小学校と改称する。
学校安全に関する研究校委嘱（平成17・18）され，東京で発表する。

０８（ 〃２０）年 第４９回島根県教育研究大会で授業（生活，体育）公開する。
１０（ 〃２２）年 校舎耐震化工事，中庭・池修繕工事を行う。
１１（ 〃２３）年 須川小学校と統合に伴い，須川地区を校区に編入する。
１３（ 〃２５）年 第２８回中国地区学校図書館研究大会（浜田大会）にて発表する。
１６（ 〃２８）年 左鐙小学校と統合に伴い，左鐙地区を校区に編入する。
１８（ 〃３０）年 肢体不自由特別支援学級開設に伴う校舎改修工事

教室，特別教室空調設備設置
１９（ 〃３１）年 校庭ブロック塀撤去，フェンス設置
２１（令和 ３）年 校舎北側に駐車場（６台分）を増設
２３（令和 ５）年 体育館太陽光パネル撤去・屋根の改修
２４（令和 ６）年 津和野町新給食センターに（日原調理場統合）

Ⅱ 校区の概況
本校は津和野町の北に位置し，付近には官公署・店・人家が密集している。しかし，周辺地域では，近年過疎化現

象が激しく，児童数も年々減少している。ほぼ南北に流れる高津川に沿ってＪＲ山口線と国道９号線が山口市と益田
市に，また吉賀川に沿った国道１８７号線が岩国，中国自動車道に通じ陰陽分岐点となっている。
江戸時代，この辺りは津和野藩亀井氏の所領であったが，日原村（校区の中心地）だけは幕府直轄の天領で，日原

銅山が開かれ明治まで続いた。この間，津和野藩領の中にあって，天領としての独自の生活と文化が生じ天領気質と
いった独特な気風も生まれた。しかし，明治・大正・昭和と，時代変遷の中で民風も一新し，進取・開放的となった。
また，旧日原町時代から先達による産業振興，工場誘致，生活道の整備等過疎の風波の中で地道な発展を遂げた。
近年は，地場産業の振興，天文台，町民体育館，民俗資料館，カントリーパーク，道の駅等も設置され，ふるさと

創生の意欲が高い。学校教育についても関心が極めて高く，保護者・地域ともに支援を惜しまない。



Ⅲ 学校経営方針

１ 学校教育目標
自らを「鍛える」児童の育成

＊「合言葉」『鍛える～あいさつで鍛える授業で鍛える生活で鍛える～』

＊＜あいさつで鍛える＞ ～「挨拶｣「感謝」「思いやり」

①元気のよい朝の「あいさつ」をする

②関わってくださる方(地域の方も含む)へ「お礼」を伝える

③友だちへ「思いやり」のある行動をする

＊＜授業で鍛える＞ ～「始業終業時刻の厳守」「積極的な発言」

①始業･終業時刻の厳守等，「時間」を守る

②授業の中で，自分の考えや思いを積極的に発言する

＊＜生活で鍛える＞ ～「進んで汗をかく」「基本的生活習慣の確立」

①自ら進んで働き「汗をかく」

②早寝早起き，メデイアコントロール

２ 学校像・児童像・職員像
＜めざす学校像＞ ＜めざす児童像＞
①「あいさつ」ができる学校 ・・・ 能動的なコミュニケーションがとれる児童

②「自律した」学校 ・・・ きまりを守り，自分の学校を誇れる児童

③「伝え合う」学校 ・・・ 思いや考えを自ら伝え合う児童

＜めざす職員像＞
①児童を大切にし，その明るい未来を願う職員（ライフキャリア教育）
②地域を大切にし，地域の発展を願う職員（ふるさと教育）
③互いに鍛え合い，共に伸びる職員（切磋琢磨）

３ 経営その他 思うこと
☆「鍛える」ことの重視 『鍛えるポイント』をつくる

○人と関わり，人が好きになる場面の設定

○トラブルを自分たちで解決する力の育成

○集団への帰属意識を醸成する取組の重視

①「確かな学力」の育成
○学習規律の確立と学習意欲の喚起
○基礎的・基本的知識・技能の定着
○自己伝達力の育成 「授業の中での発言」
②「ライフキャリア教育」への取組
○互いの人権を尊重した人間関係づくりへの積極的な取組
○将来（成人した姿）を見据えた指導や支援
○基本的生活習慣の確立 「早寝早起き朝ご飯」のよびかけ
③「連携」の推進
○保護者との温かな信頼関係づくり 「人間関係こそが危機管理です」
○地域の「ひと・もの・こと」の活用
○保・幼・中・高・養護学校との積極的連携

Ⅳ 研究

１ 研究主題
自らの疑問を大切にしながら，粘り強く学ぶ児童の育成

２ 研究の目的
自らの疑問を大切にし、粘り強く学ぶ児童を育成するために、各教科等の授業において、どのような指導を行え

ばよいのか、その効果的な指導のあり方を実践を通して明らかにする。
３ 研究仮説

日々の授業において児童が興味関心をもつ導入の工夫や、自分の考えや思いを素直に表現でき他者とつながり合
える環境づくりに取り組むことによって、自ら疑問を持ち、課題解決に向かって粘り強く学ぶ児童が育つであろう。

＜今年度の取組の重点＞
相手意識をもち，自分の考えや思いを素直に表現しあえる授業づくり
①「話し方名人」「聞き方名人」の提示
②思考の時間や，考えや思いを共有し合う時間の設定
③自分の考えや思いを表現するための様々な方法の活用
④教職員研修（児童への言葉がけ、人間関係づくり 等）



Ⅴ コミュニテイスクール
＊津和野町「０歳児からのひとづくり事業」 ＜大人になっても自ら学び続ける人＞

↑
○小学校期・・・「自らを『鍛える』児童の育成」を目指し，地域の中で自ら学び・関わり・伸びていく

学校・家庭・地域が連携した取組 ＜学校運営協議会＞

地域での学び 学校での学び 家庭での学び
(例) (例)
・公民館活動 ・教育課程 ・生活習慣
・児童クラブ ・学習，メデイア等
・あゆっこワクワク広場 ・保小連携 ・手伝い
・協力隊の方々との活動 (架け橋事業) ・家族行事
・スポーツ少年団活動 ・小中連携 ・家族の会話
・習い事 ・保護者連携 ・家族での行事参加
・子ども会行事 ・地域連携 等 等
・自治会行事 等

Ⅵ 職員一覧 ＜省略＞

Ⅶ 学級編制

＊令和8年5月1日現在 ○内は学級数 （）内は特別支援学級児童数で内数

Ⅷ 生活時程
活動内容 月 火 水 木 金
朝の学習 ８：０５～ ８：２０(月･水;読書/火･金;掃除/木;読み語り,集会等)
学級朝礼 ８：２０～ ８：３５

１ 校 時 ８：３５～ ９：２０
２ 校 時 ９：３０～１０：１５
中間休み １０：１５～１０：３０
３ 校 時 １０：３５～１１：２０
４ 校 時 １１：３０～１２：１５
給 食 １２：１５～１３：００
昼 休 み １３：００～１３：２５
５ 校 時 １３：３０～１４：１５
学級終礼 １４：１５～１４：３０
６ 校 時 １４：３０～１５：１５
下 校 １５：２０(月；14:35) ＜最終下校;１６：３０＞
週 予 定 職員会議 委員会活動 学年発表 全朝･児朝

クラブ活動 職員終礼 読み語り

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
くすのき(知

的)
ひだまり
(自･情)

あおぞら
(肢体)

12(1) 7 6 11 13 19(2) 1 1 1



Ⅸ 校舎配置

Ⅹ 年間行事予定
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月 日 行事等 月 日 行事等

4 8 着任式 令和8年度始業式 10 3 運動会
10 入学式  PTA常任委員会 23 小中交流会
22 １・２年生交通安全教室 30 学校運営協議会② ロードレース
23 6年生全国学力調査 11 避難訓練
24 6年生全国学力調査(意識調査) 13 育成会秋季交流会
25 学校公開日 PTA総会 27 学習発表会
30 ３～６年生交通安全教室 12 4 平和学習 PTA常任委員会

5 13 津和野町陸上大会 14 個人懇談(∼16日)
21 児童総会 25 第2学期終業式
22 育成会春季交流会 26 年末年始休業(∼1/11)
28 学校運営協議会① 1 12 第3学期始業式

6 5 2校交流 2 4 学校運営協議会③
避難訓練 5 日原中学校入学説明会

11 修学旅行(～12日) 19 育成会卒業進級を祝う会
26 学校公開日 1年生親子給食 26 学校公開日

7 17 第1学期終業式 3 3 6年生を送る会
19 夏季休業(～8/26) 16 卒業式予行
21 個人懇談(～23日) 19 卒業証書授与式

8 4 町人権・同和教育研修 24 修了式・退離任式
12 学校閉庁(～15日) 25 年度末・年度始休業(∼4/7)
22 PTA奉仕作業
27 第2学期始業式

9 9 学校保健委員会(学校公開日)
30 運動会予行

主な学校行事 令和8年度


